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　　　　　　　　　　　　　　　　シ’ミット　　　　　　　　　　　　テ“ニンク“氏??????????? ? ? ー??? ??? ???
　邸ち，之れで見ても分る通り，
殊に七八三月に多いのは，
訪ふからである．
　一・日の中にも，叉，時刻によって流星の現はれる歎に不同がある．郎ち
クールヴェー・グラヴエー及びシミツFの観測によれば，毎時間の流星李
　　　　13個　　　　　　　　　　9個
　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　7
　　　　11　S　　　　l2　7　　　　9　（；　　　　9．　7　　　　18　1・1　　　　25　O．．1　　　　12　1・1　　　　18　15　　　　17　15　　　　18　11　　　一年中の季節によって著しい差異がある．
ちやう書其の頃特殊の流星團が毎年吾が地球を
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かうして，夜牛の前よりも後の方に流星の出現する撒が著しく多いのは，
地球の自韓する結果夜市以後の土地が総べて地球の公韓蓮動の行く先きの
方向に向いてみるナこめ，室間を横行する流星膿に号する機會が自然に多い
のによる．
　地球上の一箇所で見える流星の李均数から，推して，一書夜の間に，全
地球表面には二千萬内外の流星が落下してみる筈であるが，しかし所謂望
遠鏡的の流星を加ふれば，更に此れの藪倍に蓬するだらう．尤も此の大部
分は室中で漕滅するものであり，叉，多くは海上の天室に落下してみる筈
であるから，實際，観測される流星撒は極めて僅かなものである．一一そ
れにしても，此れだけの流星が癒日地球上に落下するのであるから，地球
の中で之れがガス羅ミして保存されるにしても又固艦のままであるにして
も，εにかく，地球全艦の質量が其れだけ喉して行くこεは雫はれない．
しかし，個々の流星鐙が李均して人の拳ぐらみのものであり，重さも同量
の水の二倍乃至四倍の程度であるから，地球の質量は毎日200萬噸ほ5塘
加するに過ぎす，全艦からは全く無きに等しい分量である．
　しかし流星は藪が多いために或る種の影響を地球に與へないこEはない
例へば，地球の⊥：暦100キロ（25里）ほさの所には始終束から西へ丁丁の流
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があるのであるが，之れは無数の流星が落下して，自韓する地球の雰二三
に一種の後退力を與へるtめであるらしい．
　デニング氏によれば毎年の一定時間に現はれる流星の主なものは，
1月始め
4月10日より24日まで
4月12日より24日まで
7月15日から8月1日まで
7月から8月まで』
7月2S日から8月1工日まで
工り月ユ4Hから24・　Hまで
11月12Hから17日まで
12月9日から16日まで
四分儀座流星郡
琴座流星群
乙女座（ム星）流星群
山羊座流星群
ペツセ座流星群
水瓶座（デ星）流星群
オリナン座流星群
獅子座流星群
双子座流星群
　尤も此等は今までの出現についてである．今後も多分此等の流星群は著
しいものであらうが，しかし流星群は彗星ミ深い關係があるものであるか
ら，突然ε或る未知の流星群がやって心ないεも限らない．
　彗星の捜索ε同誌に，流星の槻測も亦アマチュア天文家の猫魚心である
殊に此の流星は，多くの場合に，只肉眼で観れば好いのであるから最も手
心に行はれる．観測すべきものミしては，一々の流星出現の時刻ε，出現
の位置こ，消失の位置ε，速さミ，色なS“で湿れには正確な時計ε特別な
星圖εを持つ必要がある．
　　　　　　　　　　一損石及碩鐵の分折成勇一一一一
　限石や唄鐵は，吾々が手に鰯れ得る唯一の天艦であるから，此れの物理
や化學の研究は直接に天界の浦息を齎すものミして貴重である，
　今日認められてみる限石や限鐵は全世界に六七百個であり，わが日本に
も70個ばかり知られてみるが，此の種の天艦は，襲見されるE，兎角宗教
的或は迷信的に祭り上げられ紳杜の中なE“にしまひ込まれてみるから，そ
うした秘密の藏を開いて見れば，恐らく数百個のものが筒ほ日本にも見出
されるだらう．
　限石や唄鐵は，やはり，：普通の流星の如く，地球へ落ち込んで來る時に
は憾秒70キロぐらゐまでの種々O）速度を持ってるるが，前述しナこ通り，塞
中で其の速度の大部分を失ひ，いよいよ地面に達する頃には毎秒学監メー一
5ルの緩速度ごなり，或る時には音響が先づ聞えて，其の後に實物が落下
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するのが観察されたこεもある，此等のものの宇宙室間に於ける軌道を知
るこミは可なり困難であり，叉撒も少ないので，一般論はむつかしいε思
はれるが，εにかく今日まで若干の限石について研究が行はれた結果によ
るミ，此等の多敷は木星族の週期彗星ぐらみな大きさの楕圓軌道を査いて
るる．之れで見るε，限石や阻銭εなって地面にまで達するものは，或る
特別な流星の一種であって，流星全部の代表者ミは見られないのかも知れ
ない．
　謡言ε呼ばれて，主に鐵から三下てるるものは，比較的数も少なく，言
はN“珍らしいものであるが，其の主成分は鐵，ニッケル，硅醗鞠酸化マ
グネシウム等で，鐵が全：量の八割を占めてみる．全膿の比重は水の八倍ぐ
らゐ．
　叉，二三ε呼ばれるものは硅酸盛類を五割も含み，其の他にアルミニウ
ム，鐵，マグネシウム，カルシウム等の酸化物を含んでみる．全鐙の比重
は水の三倍宇ぐらゐで，成分も比重も共にほ∬地殻に似てみる．
　要するに二三や二二εして落下して來t天艦中には，
　鐵，ニッケル，コバルト，ア1レミニウム，マグネシウム，カルシウム，炭素，
　酸素，硫黄，燐，硅素，水素，ヘリウム，窒窒，カリウム，ナト；］ウム，〃ロ
　　ーム，銅，ストロンチウム，マンガン，騨素，ヅナデ’ウム，リチウX・，砒素，
　アンチモニー，チタニウム，錫・
の27種の元素が三諦せられ，爾，其の他に鉛や金や銀なE“wt種の元素も
見出されたこ報告されてるる．一εにかく斯うして多くの物質が天來の
此の薩石中に嚢見されるが，不思議なこεに．今日までに，地球上に知ら
れてみない元素は未だ一つも碩鐵や狽石中には見付からない．換言すれば
碩鐵や三石の成分は地球の成分以外のものでは無い．叉大抵の唄鐵や平石
の中の成分の割合は，ほΣ・一定してみて，除外例は少ない．之れ等から考
へるε，韻鐵や唄石は案外わが地球ε酷似しkものであり，或は皆下れ等
は地球に似た同一天艦の破片なのかも知れない，
　大鰻から言ふミ，三石は形ちも小さく，：重さも重くない．最大のもでも
七八十貫ぐらみに過ぎない，しかし碩鐵の中には驚くべき大きさのものが
ある　中にも今ニウヨークの公立博物館には36トンSいふ世界最大の重さ
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のレコードを持つナこ三門がある．干れはペリーが極地探瞼の時グリーンラ
ンドから持ち編っt有名なものであるが，其の他にも35ンや5トン程度の
三野は時々形見される．
　捨石は，表面がZF滑な黒色皮暦で包まれてるるのが普通であるが，落下
する途中で破確されたりするものだから，時々は石質の素面が出てみる・
皮暦は元の此の種の素面が熱のteめに熔けて後また固まったもので，凸凹
の機子は恰も指先で歴しナこやうな跡を示してみるが点れは要するに不規則
な石質表面を液肥で包んだのが室氣の塵力を不規則に受けナこ結果である・
　碩鐵は普通の鐵塊であるが，しかし掌れに磨きをかけて酸で腐蝕させて
見るε，有名なヰドマン・ステツチン模様ε呼ぶ模様が現はれる．直線組織
のいかにも特徴あるのであるが，之れは未だ入造するこεも出來ない．磧
鐵掲特のものである．
　　　　　　　　　　　一黄道光と罰日照一
　侮年，冬かち初春へかけて，日干後の西の低い室に一種の光響が地李線
から立ち上る現象が見える．秋は日出前の東天に又同様のものが見える・
回れを黄道光ε呼ぶ．その大回の中心線が平野の中心が天の黄道に沿ふて
るるからで，時…には碗々ε延びて子午線を越え，甚だしい場合には，恰も
銀河の如く天の一端から他の端まで連綾するこεがある，月が明るかった
り，大都會の燈火があったりするミ黄道光が見えない場合が多いけれ5，
田舎の野に立つたり，又，航海中の船の舷に立つたりするε，之れは實に
見事な現象であるこεが知れる。注意深くない人は．此の現象を見てみな
がら其れが夕焼の残りであるやうに思ってみるが，よく見れば，全罷の形
や光輝の分布，それに，蓮動ずるぴ三な重，全く之れは宇宙的現象である・
一尤も學界でも，近頃なほ之れを地球の上暦雰園氣の輝やきε思ふ者S
地球に無門門な天罷の現象ε考へる者ε二丁に分れてみるが，今は後者が
眞に近いご一般には認められる，
　黄道光は全く肉眼で見る場合の美景であって望遠鏡は殆んさ何の役目も
しない．星雲や星團のやうに倍率をかければ一・々の光黒占に別れて見えるε
言ふのでなし，只，一面に輝やいt天空の輝やき振りが見えるに止まるの
だから．一だから，肉眼で全艦の形を見たり，廣角の爲眞に撮ったりす
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　るこミだけが黄道光には出下る槻測法である，
　　しかし，或る特別装置で光りを集めて，黄道光のスペクトルを取るこミ
　は可なり面白い仕事である．かうした研究は既に屡々行はれナニが，其の結
　果，黄道光は蓮綾スペクい1・を表はし，其の中に例のフラウンホーフェル
　暗線が見える，郎ち，太陽のスペクトルミ全く同一型であるこSが知れた。
　故に黄道光そのものは何等かの天艘が太陽光線を反射してみるのだε考へ
　なければならない，
　　多くの二者は，黄道光が，太陽を園続する無藪の流星團の反射する光り
　であるミ考へてるる．之れは誠に尤もな考へである，前述の如く地球の微
　力にさへ引かれて落下して來る流星は日に幾千萬ミいふ多藪なのであるか
　ら，太陽へは更に此れの幾百倍幾千倍が落下すべき筈であるし，叉，直ぐ
　に落下しないでも，一定の軌道運動をして太陽に集まるものが多数ある筈
　である．其れ等が全饅εして黄道光ほきの光りを反射するこミはいかにも
　無理のない考へ方である、一太陽系全罷の傾向から，公二二行ずる多く
　の二二は軌道面の傾斜が黄道面に近い事實から考へても，黄道光の流星團
　が，叉黄道面に密集し，從って，此等は太陽を中心εしたレンズ形に並ぶ
　ε見るこごは黄廼光の形の現象を解くためにも意味深いこNSである．
　　黄道光は流星團であるεして，此の全艦が幾何の質量を持ってるるかは
　太陽系の力三二三山問題のためにも面白い問題であるが，十九世紀末の水
　星近日織の謎を解くため特別な研究を試みたぜ一リゲルは黄道光の流星團
　全艦が太陽の三百萬分の一ほ曹の質量を有し之れが水星の軌道に囁動作用
　を及ぼしてみるのだミ結論した．一一アインシタィン0）相封原理からも此
　の水星近日黙問題が解ける今日，ゼリーゲルの此の結論は或る意味に於い
　て不必要な研究のやうでもあり，少なくミも論の根嫁を再び疑って見るべ
　き場合でもあるが・・……
　　黄道光ε並べて，いつも，論及されるのは封日照Eいふ現象である．塞
　さへ好ければ．毎夜太陽ミ正反封の三二にボンヤリE廣く輝やく光りであ
　るが，黄道光に比べて甚だしく光りが劣るkめ，よほさ良い眼の人でなけ
　れば見えない．又元來，望遠鏡では認められないたちのものである．故に
　かうし九ものが天室に存在するこミが知れナこのは，十九世紀の中頃以後で，
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バーナードやプロルゼン等の嚢見によるミ言はれてるる．まつナこく，今日
まで，バーーナードが封日照の最も熱心な又，成功した観察者であった．
　蜀日照は稀な税力の人にしか見えないほ3の微光なので，観測が困難で
あり，從って，光りの形を見る以外には何事も分ってるない，距離も分ら
ない．只，稀な画讃に黄道光こ連絡したりするので，やはり天の一方に密
集する流星團であらうミ多くの入は考へてるる．
　かうして流星一つ一つは誠に微細な天腿であるけれき，之れが多藪εし
て働らくミきには，可なりな役目を演ずるこεも考へられる一地球の上
皇氣流は勿論，太陽の錆鮎や自韓の不規則性，叉同機に木星や土星の自韓
の不規則性なさは流星の作用だε考へられる悪縁が可なり有力であるし，
土星の環は流星的の天罷團なるこε殆ん汐疑ひない．叉，月の表面の火口
や帯締が流星落下の結果だSいふ設もあり，火星の有名な蓮河も亦流星落
下の根跡だε主張する入も無いではない．一此等の考へが皆眞理ε受け
合ふこεは出來ないにしてもs流星は宇密間に決して忘られる程の微力な
ものでないこミだけは明らかである．
　近頃，ノルエ下肥のゴガード氏は黄道光について異読を唱へ始めた．氏
に嫁るS，黄道光は太陽を掌る流星群ではなく全く地球雰園氣の上暦に凝
固氷結してみる窒素粒の作用であるEいふ．此の新説にはオー一　Vうに就て
の可なり徹底しナこ観測E風葬研究ミが論争εなってみるので，今，學界の
話題を賑はしてみる，ゴガード氏に嫁れば，黄道光の現象ばかりでなく，
書の室の青いこごも此の窒素粒の作用であるSいふ
　　　　　　　　　流星研究の塾考書
　流星については
　　G・V．Schiaparelli著　SternschnupPen　（1872年出版）
　　霊いふ書物が最近まで唯一のものであったが，最近に
　　C．P．　Olivier著Mete・rs（1925年出版・276頁．米國B・lthm・・e市X7Villi・ms
　　＆Wilkins會肚i川竹・債6弗00仙）
　　Sいふ書物が出た・流星に上する一切の事實，公式，軌道，其の計算法等が書
　いてあり，又，諸學者の観ミ共に著者の説な書いてみる・
　限石や限鐵については
　　0．C．　Farrington箸Meteorites（1915年出版・233頁．来國lt’（著者自己出版）
　著者にCeicagoのField　Museum　of　Natural　Historyの塊質學部長であろ・
